
群馬県内水面漁場管理委員会公文書管理規程について

資料３





群馬県内水面漁場管理委員会公文書管理規程について 

 

令和 3年 2月 9日 

群馬県内水面漁場管理委員会事務局 

 

１． 背景 

群馬県公文書等の管理に関する条例が令和２年３月 27 日に公布（条例第十五号）、令和

３年４月１日に施行予定である。同条例の第１０条第１項の規程に基づき、群馬県内水面

漁場管理委員会は新たに公文書管理規程を制定する必要がある。 

 

２．群馬県公文書等管理委員会への諮問 

群馬県公文書等の管理に関する条例の第３５条第２項の規程（附則１項の規程により、

令和２年４月１日から施行）により公文書管理規程の制定及び改廃の立案をしようとする

ときには群馬県公文書等管理委員会に諮問が必要である。 

公文書管理規程を審議する群馬県公文書等管理委員会が令和３年１月 21 日に開催され

ることから、群馬県内水面漁場管理委員会公文書管理規程（案）（資料 3－1）を群馬県公

文書等管理委員会委員会に諮問したところ、「支障なし」との意見であった。 

 

３．今後の手続き 

群馬県内水面漁場管理委員会公文書管理規程の令和３年４月１日施行に向けて、群馬県

総務部総務課法制係による法規審査後に、群馬県内水面漁場管理委員会告示を実施する予

定である。 

  また、これまでの委員会の公文書の取扱いを定めていた群馬県内水面漁場管理委員会事

務規程の第 14 条（資料 3－2）については削除する予定である。なお、同事務規程を改廃す

るには、群馬県内水面漁場管理委員会の議決が必要なことから、同事務規程の一部改正に

ついて審議をお願いする。 

 

 

 

 

 

 



○群馬県公文書等の管理に関する条例 

令和二年三月二十七日条例第十五号 

目次 

第一章 総則（第一条―第三条） 

第二章 公文書の管理 

第一節 文書の作成（第四条） 

第二節 公文書の整理等（第五条―第十条） 

第三章 特定歴史公文書等の保存、利用等（第十一条―第三十三条） 

第四章 群馬県公文書等管理委員会（第三十四条―第三十六条） 

第五章 雑則（第三十七条―第四十三条） 

第六章 罰則（第四十四条） 

附則 

 

第二条 この条例において「実施機関」とは、知事（病院事業の管理者の権限を行う知事を含む。）、

議会、教育委員会、選挙管理委員会、人事委員会、監査委員、公安委員会、警察本部長、労働

委員会、収用委員会、内水面漁場管理委員会及び企業管理者並びに県が設立した地方独立行

政法人（地方独立行政法人法（平成十五年法律第百十八号）第二条第一項に規定する地方独

立行政法人をいう。以下同じ。）（以下「県設立地方独立行政法人」という。）及び群馬県住宅供給

公社（以下「公社」という。）をいう。 

 

第十条 実施機関は、公文書の管理が第四条から前条までの規定に基づき適正に行われることを

確保するため、公文書の管理に関する定め（以下「公文書管理規程」という。）を設けなければなら

ない。 

２ 公文書管理規程には、公文書に関する次に掲げる事項を記載しなければならない。 

一 作成に関する事項 

二 整理に関する事項 

三 保存に関する事項 

四 簿冊管理簿に関する事項 

五 移管又は廃棄に関する事項 

六 管理状況の報告に関する事項 

七 その他規則で定める事項 

３ 実施機関は、公文書管理規程を設けたときは、遅滞なく、これを公表しなければならない。これを

変更したときも、同様とする。 

 

第三十五条 知事又は教育委員会は、この条例に基づく規則又は教育委員会規則の制定又は改

廃の立案をしようとするときには、委員会に諮問しなければならない。 

２ 実施機関は、公文書管理規程の制定又は改廃の立案をしようとするときには、委員会に諮問しな

ければならない。ただし、当該立案が規則で定める軽微な変更に該当する場合は、この限りでな

い。 

３ 教育委員会は、第三十二条の規定による廃棄をしようとするときは、委員会に諮問しなければな

らない。 



資料 3－1 

群馬県内水面漁場管理委員会公文書管理規程 
                         令和三年○月○日 

                      群馬県内水面漁場管理委員会告示第一号 
 

（趣旨） 
第一条 この訓令は、群馬県公文書等の管理に関する条例（令和二年群馬県条例第十五号。以下

「条例」という。）第十条第一項の規定に基づき、内水面漁場管理委員会（以下「委員会」とい
う。）における公文書の管理について必要な事項に定めるものとする。 

（用語の意義） 
第二条 この訓令において、使用する用語は、条例及び群馬県公文書管理規定（令和三年群馬県

訓令甲第○号）で使用する用語の例による。 
（事務局長の責務） 
第三条 委員会事務局長（以下「事務局長」という。）は、委員会における文書を統括する。 
２ 事務局長は、常に委員会における文書の取扱状況を把握して、文書の進行管理に留意し、そ

の所掌する事務が適切かつ円滑に処理されるよう努めなければならない。 
（文書主任及び文書事務担当者） 
第四条 委員会に文書主任及び文書事務担当者を置く。 
２ 文書主任及び文書事務担当者は、事務局長が委員会書記のうちから指定する。 
３ 文書主任は、委員会における次の各号に掲げる事務を行うものとする。 
  一 公文書の審査に関すること。 
  二 公文書の処理の促進及び改善に関すること。 
  三 公文書の登録、整理、保管保存及び廃棄に関すること。 
  四 文書ファイル基準表の作成に関すること。 
  五 その他文書の取扱い（次項に規定する文書事務担当者の事務を除く。）に関すること。 
４ 文書事務担当者は、委員会における文書の収受、配布及び発送に関する事務を行うほか、文

書主任を補助するものとする。 
（記号及び番号等） 
第五条 施行する公文書には、委員会名、群内漁管の文書記号及び番号を付さなければならない。 
２ 規則、細則、告示及び訓令いついては、例規簿を備えて、暦年ごとに一連番号を付して例規

番号を定め、公布又は発令の年月日、件名等所要事項を記入しなければならない。 
（公文書の文例、形式等） 
第六条 規則、細則、告示、訓令、達、指令、公告その他の公文書の文例、形式等は、群馬県公

文例規程（昭和三十一年群馬県訓令甲第一号）の例による。 
（補足） 
第七条 第三条から前条までに定めるもののほか、委員会における公文書の管理は、群馬県公文

書管理規定の例による。 
 
   附 則 
 この告示は、令和三年四月一日から施行する。 
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、
各

委
員
に

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
七
条

 
委

員
会

は
、
定
員
の
過
半
数
に
当
た
る
委

員
が

出
席

し
な

け
れ

ば
、

会
議

を
開

く
こ

と
が
で

き
な
い
。
 

第
七

条
 

委
員

会
は

、
定
員
の
過
半
数
に
当
た
る
委
員
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開

く
こ

と
が
で

き
な
い
。
 

２
 
議

事
は

、
法

令
で
特
別
に
定
め
る
場
合
を
除
く

ほ
か

、
出

席
委

員
の

過
半

数
で

決
す

る
。

可
否
同

数
の
と
き
は
、
会
長
の
決
す
る
と
こ
ろ

に
よ
る

。
 

２
 
議

事
は

、
法

令
で
特
別
に
定
め
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
出
席
委
員
の
過
半
数
で
決
す

る
。

可
否
同

数
の
と

き
は
、
会
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

３
 
委

員
会

の
会
議

は
、
公
開
と
す
る
。
 

３
 
委

員
会

の
会
議

は
、
公
開
と
す
る
。
 

第
八
条

 
委

員
会

の
会
議
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
通
知

し
た

事
項

に
限

っ
て

議
決

す
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、
委
員
会
に
お
い
て
緊
急
の
必

要
が

あ
る

と
認

め
た

事
項

に
つ

い
て

は
、

こ
の
限

り
で
な
い
。
 

第
八

条
 

委
員

会
の

会
議
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
通
知
し
た
事
項
に
限
っ
て
議
決
す
る
も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

委
員
会
に
お
い
て
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
事
項
に
つ
い
て

は
、

こ
の
限

り
で
な

い
。
 

第
九
条

 
委

員
は

、
議
題
に
つ
い
て
自
由
に
質
疑
し

、
及

び
意

見
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

第
九

条
 

委
員

は
、

議
題
に
つ
い
て
自
由
に
質
疑
し
、
及
び
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

２
 
委

員
か

ら
発

言
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の

要
求

の
順

序
に

よ
っ

て
、

会
長

が
こ

れ
を

許
可
す

る
。
 

２
 
委

員
か

ら
発

言
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
要
求
の
順
序
に
よ
っ
て
、
会
長
が
こ

れ
を

許
可
す

る
。
 

第
十
条

 
委

員
は

、
自
己
又
は
同
居
の
親
族
若
し
く

は
そ

の
配

偶
者

に
関

す
る

事
件

に
つ

第
十

条
 

委
員

は
、

自
己
又
は
同
居
の
親
族
若
し
く
は
そ
の
配
偶
者
に
関
す
る
事
件
に
つ
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改
正
前
 

改
正
後
 

い
て

は
、

議
事

に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

た
だ

し
、

委
員

会
に

お
い

て
承

認
し

た
と

き
は
、

会
議
に
出
席
し
、
発
言
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

 

い
て

は
、

議
事

に
あ

ず
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
委
員
会
に
お
い
て
承
認
し

た
と

き
は
、

会
議
に

出
席
し
、
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
議

事
録
）
 

（
議

事
録
）
 

第
十
一

条
 

会
長
は

、
委
員
会
の
議
事
録
を
作
成
し
、
次
に

掲
げ

る
事

項
を
記

載
す
る
。
 第

十
一

条
 
会

長
は

、
委
員
会
の
議
事
録
を
作
成
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
。

 

一
 

委
員
会

の
日
時
及
び
場
所

 
一
 

委
員
会

の
日
時
及
び
場
所

 

二
 

出
席
委

員
の
氏
名
 

二
 

出
席
委

員
の
氏
名
 

三
 

議
事
事

項
 

三
 

議
事
事

項
 

四
 

議
決
の

結
果
 

四
 

議
決
の

結
果
 

五
 

そ
の
他

重
要
な
事
項
 

五
 

そ
の
他

重
要
な
事
項
 

第
十
二

条
 

議
事

録
は
、
会
長
及
び
会
長
が
指
名
す

る
出

席
委

員
二

人
以

上
が

、
こ

れ
に

署
名

す
る
も

の
と
す
る
。
 

第
十

二
条
 
議

事
録

は
、
会
長
及
び
会
長
が
指
名
す
る
出
席
委
員
二
人
以
上
が
、
こ
れ
に

署
名

す
る
も

の
と
す

る
。
 

第
十
三

条
 

議
事
録

は
、
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。
 

第
十

三
条
 
議

事
録

は
、
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。
 

（
事

務
局
）
 

（
事

務
局
）
 

第
十
四

条
 

委
員

会
は
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た

め
、

群
馬

県
農

政
部

内
に

事
務

局
を

置
く

。
 

第
十

四
条
 
委

員
会

は
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
群
馬
県
農
政
部
内
に
事
務
局
を

置
く

。
 

２
 
事

務
局

に
次
の

職
を
置
く
。
 

２
 
事

務
局

に
次
の

職
を
置
く
。
 

一
 

事
務
局

長
 
一
人
 

一
 

事
務
局

長
 
一
人
 

二
 

書
記
 

若
干
名
 

二
 

書
記
 

若
干
名
 

３
 
前

項
の

職
は
、

委
員
会
が
任
命
す
る
。
 

３
 
前

項
の

職
は
、

委
員
会
が
任
命
す
る
。
 

（
事

務
局
長

の
専
決
事
項
）
 

（
事

務
局
長

の
専
決

事
項
）
 

第
十
五

条
 

事
務
局

長
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
専
決
す
る

も
の

と
す

る
。
 

第
十

五
条
 
事

務
局

長
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
専
決
す
る
も
の
と
す
る
。
 

一
 

職
員
の

事
務
分
担
を
定
め
る
こ
と
。
 

一
 

職
員
の

事
務
分
担
を
定
め
る
こ
と
。
 

二
 

定
例
的

か
つ
簡
易
な
通
知
、
照
会
、
回
答
及
び

報
告
に

関
す

る
こ

と
。
 

二
 

定
例
的

か
つ
簡
易
な
通
知
、
照
会
、
回
答
及
び
報
告
に
関
す
る
こ
と
。
 

三
 

そ
の
他

簡
易
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。
 

三
 

そ
の
他

簡
易
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。
 

（
文

書
の
取

扱
い
）
 

（
文

書
の
取

扱
い
）
 

第
十
六

条
 

委
員

会
の
文
書
の
取
扱
い
は
、
群
馬
県

文
書

管
理

規
程

（
昭

和
六

十
一

年
群

馬
県

訓
令
甲

第
一
号
）
の
例
に
よ
る
。
 

削
除
 

（
公

印
）
 

（
公

印
）
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改
正
前
 

改
正
後
 

第
十
七

条
 

会
長
の

公
印
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
と
お
り
と

す
る

。
 

第
十
六

条
 
会

長
の

公
印
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

 
名

称
 

書
体
 

寸
法
 

ひ
な

型
 

 
 

名
称
 

書
体
 

寸
法
 

ひ
な
型
 

 

 
会

長
印
 

て
ん
書
 

方
二
十
一
ミ
リ
メ
ー

ト

ル
 

  
 

会
長

印
 

て
ん

書
 

方
二
十
一
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
 

  

２
 
公

印
の

管
守
者

は
、
会
長
が
指
名
す
る
事
務
局
の
職
員

と
す

る
。
 

２
 
公

印
の

管
守
者

は
、
会
長
が
指
名
す
る
事
務
局
の
職
員
と
す
る
。
 

（
規

程
の
改

廃
）
 

（
規

程
の
改

廃
）
 

第
十
八

条
 

こ
の
規

程
の
改
廃
は
、
委
員
会
の
議
決
に
よ
っ

て
行

う
。
 

第
十
七

条
 
こ

の
規

程
の
改
廃
は
、
委
員
会
の
議
決
に
よ
っ
て
行
う
。
 

（
委

任
）
 

（
委

任
）
 

第
十
九

条
 

こ
の
規

程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委

員
会
の

運
営

に
関

し
必
要

な
事
項
は

、

会
長

が
そ
の

都
度
定
め
る
。
 

第
十

八
条
 
こ

の
規

程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

会
長

が
そ
の

都
度
定

め
る
。
 

附
 

則
 

附
 
則
 

こ
の

告
示
は

、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

こ
の

告
示
は

、
公
布

の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 

則
（
平

成
十
九
年
十
月
三
十
一
日
内
水
面
漁

場
管
理
委

員
会

告
示

第
一
号
）
 

附
 
則

（
平

成
十
九
年
十
月
三
十
一
日
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号

）
 

こ
の

告
示
は

、
平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

 
こ

の
告

示
は

、
平
成

十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 
附

 
則

（
令

和
三
年
○
月
○
日
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
公
示
第

○
号
）
 

 
 

こ
の

公
示

は
、
令

和
三
年
○
月
○
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

 


